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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文において、著者はR．Te1garskiにより導入された位相ゲームの理論を精密化することによ
り，ある種の積空問の族正規性とパラコンパクト性を確立し雪さらにこの積空間において次元の積
定理が成立することを証明している。
　DC刎をm一コンパクト集合の疎な族からなる被覆をもつ位相空問の族とし、競技者I．IIによる位
相ゲームG（DC糀ラX）を考える。第一の定理はつぎのものである。Xを族正規空間としラ位相ゲー
ムG（DC肌，X）で競技者Iが勝利戦略をもつとする。Yを兄（Y）≦mとなるパラコンパクト空問とす
る。このとき積空問X×Yはヨ族正規ヨm一パラコンパクトかつ強い意味での矩形型空問となる。こ
の定理の直接の結果として次元の積定理が得られる：XヨYを上記の空間とすればdi㎜（XxY）≦
dimX＋dimY。ここでd1mXはXの被覆次元である。他の結果としてつぎの定理が得られている。X
をm一コンパクト集合によるσ一閉包保存閉被覆をもつ族正規空問とし、Yを兄（Y）≦mとなるパラコ
ンパクト空間とすれば。積空問X　x　Yは族正規うm一パラコンパクトかつ強い意味での矩形型空問と
なりヨdim（XxY）≦dimX＋di㎜Yが成立する。つぎに、DCをコンパクト集合の疎な族からなる被覆
をもつ位相空問の族としヨXをリンデレフ空問，Yをフレビッツ空問とする。このときヨG（DCラX）
で競技者Iが勝利戦略をもてば。X　x　Yはフレビッツ空問となることが証明される。最後にヨつぎ
の4つの場合にX　x　Yが強い意味での矩形型空問となることが示される：（1）XがC散乱集合からな
る可算閉被覆をもつパラコンパクト空問ヨYがパラコンパクト空問：（2）X　x　Yが正規空問，Yが矩
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離空問：（3）XがパラコンパクトP空間ヨYがパラコンパクトM空問：（4）XxYがリンデレフ空問。
審　　査　　の　　要　　旨
　著者は、R．Te1garskiの導入した位相ゲームの理論を深く研究することによってラ積空間X×Y
が族正規かつm一パラコンパクトとなるためにXとYがもつべき有効な条件を得ている。この条件は
充分な一般性をもつものでヨ位相ゲームの理論を応用したことがこの興味ある事実を引き出し得た
要因と思われる。著者が導入した強い意味での矩形型空間の概念はラPasynkovによる矩形型空問を
強化したものでありヨある空問がそうなるかどうかを判定することは、Pasynkovの場合よりさらに
複雑となる。然し，位相ゲームを便用することによりラ著者は見通しのよい推論でこの事実を証明
している。Pasynkovが矩形型空問の場合に発表した次元の積定理は強力なものがあるがヨその証明
は未発表でありヨその真実性は確認されていない。著者が証明した次元の積定理は，その完全な証
明が与えられていることから，この分野における最も輝かしい成果の一つと思われる。著者が示し
た種々の積空問が強い意味での矩形型であるという事実は，これらの積空問の重要な性質を見出し
たという意味で秀れた業績でありヨこの分野の理論に大きく貢献しており高く評価される。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
一144一
